
東京湾再生官民連携フォーラム 指標活用 PT

東京湾における水遊びや環境学習等のイベントに関する調査 

(1) 背景

東京湾再生推進会議は，東京湾がどのくらい「安心して水遊びができるきれいな海辺」

および「心地よくマリンレジャーを楽しめる海」なのかを測るのに，「水遊びイベント・

環境学習イベント等の参加者数」を指標の一つとしています． 

東京湾では，様々な環境再生に向けた活動があります．その成果として，多くの人が

海に親しみ，快適に遊ぶことが期待されます． 

そこで，海と親しみ，海で学んだ目安の一つとして，皆様の団体が主催した活動の参

加者数を教えて下さい．活動状況をお知らせいただくことでこれからよりいっそうの弾

みをつけるための参考とさせていただきたいので，集計への協力をお願いします． 

(2) 対象とする活動

①水遊びイベント（具体例は，調査票を参考にして下さい）

・東京湾の水に直接触れる活動．ただし，全員が水に触れる必要はありません．

・東京湾における活動．河口部は第１橋（最も海側の橋）までとします．

・企業や NPO 等の団体が主催したもの（個人的な遊びは，他の指標で集計します）

②環境学習イベント（具体例は，調査票を参考にして下さい）

・東京湾の環境に関する内容

・水遊びイベントとは異なり，水に触れない活動も含みます．東京湾流域圏内なら

ば，実施場所は問いません．

(3) 収集データ

参加者数および該当するイベントを記入して下さい．

(4) 過年度のデータ

とりまとめた過年度のデータは，東京湾再生のための行動計画（第二期）の中間報告に

活用されました．また，パネル（別紙参照）を作成し，東京湾大感謝祭で展示するととも

に，東京湾再生官民連携フォーラム HP でも掲載しています．

（http://tbsaisei.com/pt/h29/index_report.html） 

(5) 個人情報

ご記入いただいた個人情報は，本調査に関わる目的にのみ使用し，他の目的には使用

いたしません． 

(6) データの提出・問い合わせ先

東京湾再生官民連携フォーラム 事務局 指標活用 PT 

e-mail：index_pt@tbsaisei.com

図 東京湾におけるイベントに関する調査の流れ 
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(6) Q&A

Q：開催したイベントの内容が，複数の活動内容に該当します．複数の活動内容の

イベントにチェックしても良いでしょうか？

A：複数の活動内容のイベントにチェックして下さい．内容間での重みの違いを考

慮する必要はありません． 

Q：私が主催する活動は，「水遊び」と「環境学習」が合わさった活動です．水遊

びイベントと環境学習イベントの両方の活動内容にチェックしていいですか？ 

A：問題ありません．ただし，この場合でも，「水遊びイベント」は東京湾の水に

直接触れる活動に限定して下さい． 

Q：選択肢に該当するイベントがないのですが…． 

A：具体例の選択肢の中に皆様の団体の活動がない場合には，その他の欄に記入し

て下さい． 

Q：イベントが複数日にまたがるのですが…・ 

A：同一イベントであれば，合計日数と合計参加者数を登録してください．イベン

ト内容が異なる場合は，別イベントとして登録して下さい．

Q：複数の団体が共同して実施するイベントについては，幹事団体の登録のみでい

いですか？それとも，各団体がそれぞれ登録した方がいいですか？  

A：幹事団体からの登録のみで十分です．その場合，関係する団体名の記入をもれ

なくお願いします． 



【 具体例 】 【 回答団体一覧 】 （12団体、50音順）

• 岩井富浦漁業協同組合
• 牛込漁業協同組合
• 江川漁業協同組合
• 公益社団法人川崎港振興協会
• 木更津漁業協同組合
• 東京都港区
• 都漁連内湾釣漁協議会
• 船橋市漁業協同組合活動グループ
• 谷津干潟自然観察センター
• 横須賀市東部漁業協同組合
• 横浜市漁業協同組合 金沢支所
• 横浜市漁業協同組合 柴支所

？

第二期の行動計画の期間において
増加傾向となることを期待

【 海辺の活動の内訳 】

（回数）

【 集計結果 】

参加者数 236,933 人
イベント数 525 回

【 アンケートフォーム 】

快適に水遊びができる東京湾に向けて、様々なイベントが実施されています。
水遊びイベントは海での活動に限定しているので、「海辺の活動」としてカウントしています。

東京湾再生のための行動計画
（第二期） とは
【快適に水遊びができ、「江戸前」をはじめ
多くの生物が生息する、親しみやすく美し
い「海」を取り戻し、首都圏にふさわしい
「東京湾」を創出する。】ことを目標として、
東京湾に関連する関係省庁及び地方自治
体からなる東京湾再生推進会議が平成25
年5月に策定した計画。計画期間は平成25
～34年度（2013～2022年度）までの10年間。

※ １つのイベントで複数の活動を行っている場合があります。

注）東京湾環境一斉調査報告書記載 6 団体を集計に含む

【 分類別イベント数 】

海辺の活動 510 回
環境学習 168 回

※ 「海辺の活動」と「環境学習」同時開催イベント153回

【 環境学習の内訳 】

（参加者数）

※ イベント数は１日を1回として集計

2016年度以降 潮干狩り参加者
約13万人が加わった

（回数） （参加者数）

※ １つのイベントで複数の活動を行っている場合があります。

【 年度ごとの推移 】

（公財）帆船日本丸記念財団主催のシーカヤックこども体験会

東京湾環境一斉調査報告書より

地域対抗ボートレースや
海での泳ぎ方教室など

漁業体験など

自然観察会など

【 イベントの実施場所 】



東京湾における水遊びや環境学習等のイベントに関する調査シート 

～ 本調査データは、東京湾再生に向けた市民活動の広がりの把握に利用します ～ 

※水遊びイベントのみ、海（河川の第１橋まで）の活動を対象としています。

環境学習などは、東京湾再生につながる取り組みであれば、河川や陸での活動も対象とします。

平成30年度の結果について、わかる範囲で詳しく教えてください。（対象期間：H30.4～H31.3） 

＜総括表＞ 

実施（主催）団体名 （    ） 
※実行委員会形式の場合は、（ ）内に実行委員会名を記入してください。

団体名の公表可否 □ Yes、□ No（協力団体名を展示パネルや東京湾官民連携フォーラム HP へ掲載予定） 

アンケート

記入者の連絡先 

氏名 E

ふりがな

A： 

TEL： 

Mail： 

実施場所 

名 称： 

都県名：    市区名： 

※２種類目以降で、場所が異なる場合は、２ページ目にご記入ください。

活動状況 

対象：H30.4～H31.3 
イベント種類数： 参加者数：延べ  人 

活動状況のわかる URL 

（ホームページ、SNS） 

特記事項、 

目的、感想、意見など 
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事務局使用欄

東京湾再生官民連携フォーラム

http://tbsaisei.com/ 

イベントの詳細を

2 ページ目にご記入ください



＜イベント詳細＞

イベント名称

開催状況 

対象：H30.4～H31.3 

合計：     日 

開催月：□ 4月、□ 5月、□ 6月、□ 7月、□ 8月、□ 9月、□ 10月 

□ 11月、□ 12月、□ 1月、□ 2月、□ 3月

参加者数 合計  人 [大人   人、子供  人（小学生以下目安）] 

実施場所 

※1 ページ目と同じ場所の場合、記入不要です。

名 称： 

都県名：    市区名： 

活動内容（複数選択可） 
具体的な活動内容で、下記の中にあてはまるものがあればチェックしてください。 

海辺の活動と環境学習の両方の目的があるなど、活動内容が多岐にわたる場合は該当すると思われるものすべて

にチェックを入れてください。該当するものが無ければ、その他に記入をお願いします。 

海
辺
の
活
動
（
水
に
触
れ
る
活
動
）

A．釣り □ 釣り教室・体験 □ その他
（  ） 

B．スポーツ □ シーカヤック，カヌー，ヨット，
サップ教室・体験

□ シュノーケリング教室・体験

□ 遠泳教室・体験
□ その他
（  ） 

C．浜辺・磯遊び □ 浜辺，磯遊び体験
□ 潮干狩り体験
□ 生きもの獲り

□ その他
（  ） 

D．漁業，船舶 □ 地引網など漁業体験
□ 体験航海
□ 和船の櫓漕ぎ体験

□ その他
（  ） 

E．その他 （ ） 

環
境
学
習
（
環
境
学
習
は
水
に
触
れ
な
い
活
動
で
も
可
）

A．海の生物・植

物・地形につい

て学ぶ 

□ 海辺の自然観察会
□ 地引網にかかる生物観察会
□ プランクトンなどの顕微鏡観察
□ 化石採取・観察会
□ 地形・地層観察会
□ 出前水族館
□ タッチプール

□ アマモ場再生活動
□ 海の科学実験
□ 魚の解剖教室
□ 海洋環境教室
□ 海図教室
□ その他
（  ） 

B．製作を通じて

海への興味・関

心を高める 

□ 海藻標本作り
□ ペーパークラフト
□ 写生会
□ 写真会

□ ビーチコーミング
□ 海洋環境教室・セミナー等
□ その他
（  ） 

C．東京湾の伝

統・文化を学ぶ 

□ 伝統的な漁法の体験
□ 江戸前料理の体験
□ 歴史文化の学習会・セミナー等

□ 遺跡探索・見学
□ その他
（  ） 

D．海に関連する

産業を学ぶ 

□ 港の見学会
□ 船の見学会
□ 市場見学会
□ 水産加工工場見学会

□ 海苔ひび見学，海苔すき体験
□ 塩づくり
□ その他
（  ） 

E．海ごみについて

考え，学ぶ 

□ 海岸清掃
□ 漂着物観察会
□ 海ごみ学習会・セミナー等

□ その他
（  ） 

※海ごみについては別シートを送りますので、ご協力ください。

F．その他 （ ） 
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＜紙面で回答する場合＞ 

２ページ目を残りの種類数分コピーしてご記

入ください。 

２種類以上のイベントの記入方法 

＜PDF で回答する場合＞ 

PDF ファイルを残りの種類数分コピーし、 

１ページ目は団体名のみ記入し、２ページ目

にイベント詳細をご記入ください。 
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